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体験活動を通 していのちと向き合う家庭科の授業実践研究

- 4 事例の 検討を基 に して -
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本研究 で ほ､ 中学校技術 ･ 家庭 科､ 家庭分野 の ｢ B 家族 と家庭生活｣ の 指導 にお い て､ ｢ い の ち｣ を テ
ー

マ

に した 各種体験活動を取 り入 れ ､ 体験 後の 感想か ら､ 生 徒の 内面 に ど の よう な変化 が み ら れ る か を､ 4 事例を 基

に 検討 した｡

具体的に は ､ 自分史作り と､ 視聴覚教材を用い た 間接的体験を 3 回､ い の ちを テ
ー

マ に した 講演会を 2 回の 合

計 6 体験 で あ る｡ 各体験毎に 自由記述式の 感想用紙を配布 し､ 記 述後回収 し た｡ そ こ に 記 さ れ た 文言 の 中か ら

｢ 自己 認識｣ ｢ 他者理 解｣ ｢ こ れ か らの 生き方｣ ｢ い の ち｣ の 4 カテ ゴ リ
ー

に 属す る と思わ れ る 内容を抜き出 し､ ま

とめ た｡ 本研究 で は､ 特に ｢ い の ち｣ に関す る記述に つ い て 分析 し た結果､ 間接的体験 よ り も直接的体験の 方が ､

よ り 多く の 生徒が感想を書き綴 る とい う こ と､ い ず れ の 体験 に お い て も､ 男子よ り も女子に記述の 頻度が高い と

い う こ とか 明 らか とな っ た｡ ま た ､ 書 き綴 られ た 文言 の 語 り が どの 方向か らの もの か ､ 即 ち自分自身の 立 場 で 書

い て い る の か ､ そ の 体験 で話題と な っ て い る 人物の 立 場で 書い て い るの か ､
一

般論 と して 書い て い るの か とい っ

た 位置取 り に注目 した と こ ろ ､ 同 じ体験 で あ っ て も､ 個 々 の 生 徒に よ っ て ､ 受 け止め 方は 異な っ た ｡ ま た さ ら に､

文章量 だ け で は 測れ な い ､ 生 徒が 如何に 主 体性をも っ て そ の 体験を捉え た か を知 る手が か り と して ､ 感想の 中で

の 位置取り の 揺れ に も注目 した｡ そ の 結果 1 体験の 中に ､ ｢ だ が｣ ｢ しか し｣ 等を 多用 し､ 自 らの 考え に大 きな 揺

れ が認 め られ る もの や ､ 全く 揺れ が な い もの 等､ 個 々 の 生徒に よ っ て 異な る とい う こ とが 明 らか とな っ た ｡

キ
ー ワ ー ド : 内面的な 学び ･ い の ち ･ 体験活動 ･ 自分史

Ⅰ はじめ に (研究の 目的)

中学校技術
･

家庭科､ 家庭分野にお ける指導に つ い て

は
､
1 9 9 8 ( 平成 1 0 年) 年度 に学習指導要領が改訂され

た こ とを受けて ､ 従来の 領域が廃止され ､ 特 に家族に関

す る事項 は､ ｢ B 家族と家庭生活｣ に お い て 学習す る

こ ととな っ た ｡ こ こ で は家庭分野の 目標で ある ｢家庭の

機能に つ い て 理解を深め ､ 課題を も っ て 生活をよりよく

しよう とする能力と態度を育て る｣ た め に ､ ま ず ｢ 自分

の 成長と家族や家庭生活との かかわりに つ い て 考え させ

る｣ と こ ろか ら､ 生徒が自分自身を省み る こ とを求めて

いる ｡

こ れ を受けて
､
新 し い学びの 方向性を ｢生徒自らが自

分の 生活を見 つ め直し､ そ こ か ら こ れか らの 人生をより

自分らしく､ 主体性の あるもの にす る｣ と し､ 自分史作

りや デ ィ ス カ ッ シ ョ ンを取り入れた実践を､ 平成 1 6 年

度より進めて い る｡

各取り組みの 最終段階に書き綴る感想か らは､ 自 己 の

存在に つ い て の 再認識 (以下 ｢自己認識｣ と呼 ぶ) や､

家族や友人等他者の 存在に つ い て の 記述 (以下 ｢他者理

解｣ と呼 ぶ) を はじめ､ こ れ か らの 生 き方に繋が る記述

( 以下 ｢ こ れか らの 生き方｣ と呼ぶ) や ､ 生 や死 に つ い

1) 津市立香海中学校

2) 三 重大学教育学部家政教育講座

て の 記述 (以下 ｢ い の ち｣ と呼ぶ) 等多数の 意見が挙げ

られ て い る ｡

こ の よ うな流れ を受 けて ､ 平成 1 8 年度 に お い て は ､

自分史作りと併せて ､ よりダイ レク ト に い の ち に向き合

わせる こ とが ､ 生徒 の 内省に効果的に はた らくの で はな

いか と考え ､ 複数回の体験活動を取り入れ た実践を試み

た ｡

本研究は ､
そ の

一

連の 実践を報告す ると共に ､ ｢ い の

ち｣ に 向き合う体験活動に よ っ て ､ 生徒 の 内面的な学び

に ど の ような変化が認め られ るか ､
4 事例の 検討を基に

みる もの とす る｡

Ⅱ 研究の概要

1 研究方法

本研究は､ ｢ 個 々 の生徒が如何に 自分自身と向き合う

こ とが で きたか｣ と い う､ 生徒 の 内面に注目したもの で

あり､ 数値 に よ っ て は評価で きな い もの で ある｡

小高は､ ブ ル ー ナ - ( 1 9 9 9) の ナ ラ テ ィ ブ ･ ア プ ロ ー

チ の概念に基づ き､ 子 どもが ｢ どの ような位置取り｣ か

ら ( p o si ti o n i n g ) 何 を ( w h a t) どう (h o w ) 語る か｣ と

い う語りの構成に注目し､ 対話的授業に おける生徒の学

習経験に 関す る質的研究を行 っ て い る｡
1)

こ の 手法を手がかりに し､ 本研究に お い て は以下の よ
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うな手順で研究を進める こ ととす る｡

(1) 各体験後の感想に おけるカ テ ゴ リ
ー

分類

各体験後の 感想に注目し､ 4 つ の カ テ ゴ リ
ー

(｢ 自 己

認識｣ ｢ 他者理解｣ ｢ こ れ か ら の生き方｣ ｢ い の ち｣) に 該

当する語句の有無を確認す る｡ こ の カ テ ゴ リ
ー

の 設定は､

自分史作りを取り入れた指導を始めて 以降､ そ れ ぞれ の

自分史を読み解い て いく中で ､ 重要と判断したもの で あ

る｡ それを こ こ で も取り入れ る こ ととす る｡

各 カ テ ゴ リ ー

に 属する と思われ る記述の多少に関わら

ず ､ 存在が認め られるもの に つ い て は､ 有りと判断する｡

(2) 各生徒 にみた各体験で の ｢ い の ち｣ の カ テ ゴ リ
ー

に

属す る記述の 把握

よりダイ レク ト に い の ち に向き合う各体験を通して ､

生徒はそれを如何に感じ取る こ とが で きるもの なの か ｡

そ れを把握す るため の 手がか りとして ､ 各体験に おける

｢ い の ち｣ の カ テ ゴ リ
ー

に 属する記述の 有無に 注目する｡

(3) 抽出生徒の 決定

本研究は､ 事例検討という形をとる｡ それ に伴 い ､ 特

に (2) に お い て ､ ｢ い の ち｣ の カ テ ゴ リ
ー

に 属す る感想

を最も多く書いた生徒を男女そ れ ぞれか ら抽出す る｡ こ

こ で い う感想の多さとは ､ ｢ い の ち｣ に関す る記述の 全

体験を通 して の 合計数で はなく､ い ず れ の体験からも

｢ い の ち｣ に 関する記述があるか どうかと いう見方に よ っ

て ､ 判断する もの で ある ｡ つ まり常に ｢ い の ち｣ に関す

る視点をも っ て ､ 体験学習に臨ん で い るか否かを重視し

た と いう こ と で ある ｡ ま た男女そ れぞれか ら抽出す る理

由は､ 男女 に よる差異が ､ 本研究に お い て 認められ るの

か否か を検討するため で あ る｡

(4) 抽出生徒の 感想にみ る位置取りの 把握

次に こ の 抽出生徒に つ い て ､ 各体験後の感想の 中の

｢ い の ち｣ に 関す る記述の 部分に焦点を当て ､ そ こ で の

位置取り､ 即 ちどの ような スタ ン ス で 感想を書い て い る

か を見る ｡

位置取りの パ タ
ー

ン と し て は
､
A 生徒自身の こ と と

して 受け止める場合 (無主語で あ っ て も､ 明 らか に自分

白身の こと として 受け止め て い る と判断で きる場合を含

む) ･ B 話題とな っ て い る人 の立場で の 記述とな っ て い

る場合 ･ C
一

般論と して の 記述にな っ て い る場合の 3 パ

タ ー ン の い ずれか で捉える こととす る｡ 場合 に よ っ て は､

1 感想 の 中 で位置取りの パ タ
ー

ン が変わる もの (以下

｢位置取りの変化｣ と呼 ぶ) もあり得る｡

自分自身の ことと して 受けとめる傾向が強い 場合､ 主

体的に体験に 臨んだと判断する ｡

(5) 抽出生徒の各感想に おける位置取りの揺れ の把握

各体験を通して ､ 生徒が如何に主体性をも っ て体験に

向き合 っ て い るかを知るため の 手が かりと して ､ ｢ い の

ち｣ に 関す る感想を書き記す 際の ､ 位置取り の揺れを把

握す る｡ ｢ だ が｣ ｢ し かし｣ 等 の つ なぎ言葉の使用の有無

に よ っ て判断す る こ ととす る｡

2 研究 の対象

津市立香海中学校第 2 学年 6 0 名を対象とす る｡ 男女

の 内訳は､ 男子 2 2 名女子 38 名 とな っ て おり､ 2 ク ラ ス

か ら構成され た学年集団で ある｡

3 各体験の 概要

各体験の概要は表 1 に示す通り で ある｡

(1) 自分史作り

表現方法や取り上 げる時代
･ タ イ ト ル ･ 写真や資料の

有無等､ 例年 に なら い ､ 可能な限り の自由を保障した ｡

指導者が第三者に公開しな い と いう約束も例年通りで あ

る｡ ま た全 7 時間程度という時間設定も昨年同様で ある｡

但 し､ 本年度に つ い て は､ ｢ 制作中､ 仲間と の 話し合

い はしな い ｡｣ と い う ル
ー

ル を設けた｡ こ れ は､ 毎時間

終了前に書き綴らせる [ そ の 日 の取り組み状況や気づ き]

の 項 に ､ ｢ 仲間の 会話が聞こえ てくると ､ 集中力 に欠け

る｡ 自分 の作業の遅れが気に な っ て ､ あせ っ て しまう ｡｣

と い う意見が寄せ られ た こ と に よる ｡

(2) 間接的体験 1

直接的体験 1 が､ 長年末期ガ ン患者に携わ っ て こ られ

た看護師の方と の 出会いを予定した ことを受けて ､ ビデ

オ視聴 (｢ ガ ン に侵された ロ ッ ク ミ ュ
ー ジ シ ャ ン｣) を､ 間

接的体験 1 と位置付けた ｡ こ の ビデオは､ ロ ッ ク ミ ュ
ー

ジ シ ャ ンと して活躍する中､ ガ ン に侵された池田貴族さん

の 最期まで を辿 っ た ドキ ュ メ ンタリ
ー

番組 で ある ｡ 約 50

分間の ビデオを視聴した後､ 自由に感想等を記述させた｡

(3) 直接的体験 1

直接的体験 1 と して ､ 元看護師の 方に よる講演会 ｢今

を大切に生きる｣ を実施した｡ 長年末期ガン患者に携わ っ

て こ られた方で ､
現在も不妊に関する電話相談や終末医

療の 在り方に つ い て 活動され て い る ｡ 約 1 時間講師の 方

の 話を聞いた後､ 質疑応答の 時間を設けた ｡

(4) 間接的体験 2

間接的体験 2 と して ､ N H K ス ペ シ ャ ル ｢ 赤ち ゃ ん

成長の 不思議な道のり｣ を視聴 した｡ 以前 にも赤ち ゃ ん

に つ い て 取り上 げた ｢赤ち ゃ ん こ の すばらしき生命｣ を

視聴し､ 感想をまとめた ことが ある｡ 今回は､ 前回とは
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また異な っ た切り 口 で ､ 赤ち ゃ ん のもつ 能力のすばらしさ

に つ い て取り上 げた内容の もの とな っ て い る｡ 前回同様､

約 5 0 分間視聴した後に ､ 感想を書く時間を設けた｡

(5) 間接的体験 3

間接的体験 3 と して ､ 福祉ネ ッ ト ワ - ク ｢ 忘れ られな

い 小さな命｣ を視聴した｡ 死産を経験した人たちに よ っ

て 出版さ れた ｢ 誕生死｣ に つ い て は ､
そ の続版で ある

｢ 誕 生死 想｣ と共 に ､ 前年度 3 学期 に
一 度紹介 して い

る ｡ そ の 本が テ レ ビで も取り上げられた こ とか ら､ 間接

的体験 3 と して 紹介した｡

(6) 直接的体験 2

直接的体験 2 と し て ､ 助産師の方に 来て 頂き､ ｢ 心 と

命の 講演会 助産師と して 出会 っ た い の ち｣ と題 した講

演会を行 っ た｡ 本講演会は､ 保健指導とリ ンクさせた事

業で あり ､ 養護教諭と連携を取りながら実施 した｡ 講演

会の 持ち方に つ い て は､ 直接的体験 1 と同様で ある｡

な お
､ 各体験の分類に つ い て は､ 話 し手が直接生徒と

関わる場合を直接的体験､ ビデオ等の視聴覚教材を用い

て の 関わりで ある場合を間接的体験と捉える｡

表1 各体験の流れ

回 体験名 内容 学習形態 学習日時 学習時間

1 自分史作 り 記述内容等は

自由

各自が自席に て 平成 18 年 5 月 か ら 7

月 にか け ての 家庭科及

び総合の 時間

7 時間

2 間接的体験 末期ガ ン 患者 ク ラ ス 単位で の 平成 1 8 年 9 月 14 日 50 分間

活動1 の 最期まで を

追 つ た トキ ユ

メ ン タ リ
ー

ビ デオ 視聴

3 直接的体験 末期ガ ン 患者 第3 学年と の 合 平成 1 8 年 1 0 月 1 3 日 1 時間 30

1 に携わ つ て こ

られ た元 看護

師の 方の 経験

談を通して ､

い の ち に つ い

て考え る

同講演会 分

4 間接的体験 赤ちやん の も ク ラ ス 単位で の 平成 1 8 年 1 2 月 1 1 日 50 分間

2 つ 能力に つ い

て の ドキ ュ メ

ン タ リ
ー

ビデオ 視聴

5 間接的体験 誕生死 に つ い ク ラ ス 単位で の 平成 1 8 年 1 2 月 1 2 日 50 分間

3 て の トキ ユ メ

ン タリ
ー

ビデオ 視聴

6 直接的体験 助産師の 方の 第 3 学年と の 合 平成 1 8 年 】2 月 1 4 日 1 時間 30

2 経験談を基に

して ､
い の ち

に つ い て 考え

る

同講演会 分

Ⅲ 事例分析

1 感想に みる記述内容の概要と事例対象生徒の抽出

次に示す の は ､ 対象生 徒 60 人 が各体験を通して ､ ど

の ような観点で感想を書い たかをカ テ ゴ リ
ー 別 に みたも

の ( 表 2) と､ そ の具体的な記述内容 (表 3) ､ 及 び ｢ い

の ち｣ の カ テ ゴ リ
ー

に 属す る記述の有無を､ 生徒
一 人 ひ

表 2 各体験 にみ た各 カ テ ゴ リ ー に属す る記述 の出現数

カテ ゴ リ
ー

体験名

自己認識 他者理解 こ れか ら

の 生 き方

い の ち

任)自分史作 り 56 4 4 3 7 l l

②間接的体験1 1 5 5 2 1 5 1 7

③直接的体験1 35 2 5 3 5 3 0

④間接的体験2 1 4 6 3 0

⑤間接的体験3 1 9 4 7 1 7 l l

⑥直接的体験2 29 2 4 Ⅰ9 2 2

とりを対象に 捉えたもの (表 4) で あ る｡

④間接的体験 2 で は ｢ い の ち｣ に 関する記述が 0 で あ

る ｡
一

方 ､ 記述が認め られる他の 各体験に つ い て は､ ③

直接的体験 1 が 30 ､ ⑥直接的体験 2 が 2 2 と な っ て い る｡

｢ い の ち｣ に 関する記述に 限れば ､ 間接的体験よりも直

接的体験に 多く記述が認められる｡

表 3 各体験 にみ た 各 カテ ゴ リ
ー

に属する主な記述例

体験名 カ テ ゴ リ
ー

主な記述例

① 自分 史作 自己認識 ･ 自 分の ′トさ い 時と今と を比 べ た o

. 反抗期だが 自分勝

り 手に しては い けない
o

他者理 解
･ 周 りの 人 の 存在は大きい o

二れからの生き方 ･ 未来 の 事を考え る の は とて も楽 しい ○

. 障害 の ある 弟

の お 陰で福祉の 道を考え る よう にな つ た o

い の ち ー

亡く な つ たお ばあさん - の 思い が い つ ぱい あるo

② 間接的 体

験1

自己認識 ･ 自分の 生き甲斐に なるこ とを見つ けた い o

他者理 解 ･ 両親の 気持ちが 少 し分か つ た o

二it
.
+
J
､

らの生き方 ･ 私 t, 池田さん の よ うに 大切な人を見つ け た い o

い の ち ･ 命 の 大切さは命に つ い て経験しない と分か らない o

③ 直接的 体 自己認識 ･

こ の 頃す ご い 早 さ で時間が 過ぎて い く o

. 忘れ て い た

験 1 こ とを思い 出 した o

他者理 解 ･

人 に よ つ て 生か されて い る o

. 家族や 友だ ちに支え て

もら つ た o

これ,
+
J
l

らの生き方 ･ 笑顔 を忘れ ずに こ れ か らも生きた い o

. 自 分の 生き甲

斐になる こ とを見つ けた い o

い の ち ･ 自分は い つ か 死 ぬ ん だなあ と考え た o
死 ぬ 時未練が 残

らない ように頑張 つ て生きて い こう o

. 死は 身近に ある
.

④ 間接的 体

験 2

自己認識 t 私もそ うだ つ た の かなあと思 つ た ○

他者理 解 ･ 人と の 繋が りは 人 を育て る と い う言葉が あ つ たが ､ こ

れ は今の 私た ちに も言え る ○

これからの生き方
･ 子 どもが 産まれ た ら い つ ば い話 しか けようと思 つ た o

い の ち

⑤ 間接的 体

験 3

自己認識 ･ 私も昔の 飼い 犬にす ごく愛着が あつ た o

他者理解 ･ その 人 だけが 向き合うの で はなく て , 周り の 人も向き

合う の が い い o

これからの生き方 ･ 将来自分が こ の よ う にな つ たら ､ きちん と赤ちやん と

向き合い た い o

.

こ れ か ら は生死 と い うこ と に 目 を向け

て い きた い と思 つ た o

い のち ･

お 母さん に は赤ちやん の 分まで生きて欲 しい ○

⑥ 直接的 体

験 2

自己認識 ･ 自分を大切に しなくて はと改めて 思 つ たo

他者理解 ･ 最近親は 口う るさい が ､ 自 分が 産まれた ときに喜ん で

くれ た の か と思 う と涙が でそ うだつ たD

二れからの生き方 ･ 今ぐら い か ら将来の こと に つ い て 考えて い こ うと思うo

い の ち ･ 奇跡か ら産まれた命 でもそれ が 何万 もあ つ た ら 1 つ の

命 は軽く なつ て しまうの で は ない か と思 つ た o

間接的体験 2 か らは､ ｢ い の ち｣ に関する記述がなか っ

たため
､ 全 6 体験 の内､ 最も記述の 多か っ た生徒は､ 表4

より生徒番号 34 女子の 5 ヶ となる｡ 女子 におい て は､ 続

く記述数 4 ヶ の 生徒が 4 人で ある
一

方､ 男子は生徒番号

2 0 の 3 ヶ が最高で ､ 続く2 ヶ が 5 ､ 2 5 ､ 5 0 ､ 5 2 で ある｡

本研究に お い て は､ 事例対象と して男女共に 抽出す る

ことから､ 各感想に おける記述数に偏りはあるが､ 男女

それぞれ に 出現数の多い生徒と して ､ 男子からは､ 生徒

番号 20 と 50 ､ 女子か らは､ 生 徒番号 15 と 34 を対象生

徒とする｡
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表 4 各生徒 に み た 各体験 で の ｢ い の ち｣ の カ テ ゴ リ
ー に属す

る記 述 の有無

各体験名と番号と の 対応

①自分史作り ②間接的体験1 ③直接的体験1 ④間接的体験 2

⑤間接的体験3 ⑥直接的体験2

生徒

番号

体 験 記述

敬∫
､

② ③ ㊨ ⑤ ㊨

1 男 (⊃ 1

2 女 ○ ○ E]
3 男 0

4 女 ○ ○ E]
5 男 (⊃ ○ 2

6 女 ○ 1

7 女 ○ 1

8 女 ○ 1

9 女 ○ 1

1 0 男 ○ I

1 1 女 0

1 2 女 (⊃ ○ (⊃ C ) 4

1 3 女 ○ I

l 4 男 0

1 5 女 ○ (⊃ ○ (⊃ 4

1 (一男 0

1 7 女 ○ (⊃ (⊃ 3

l 8 女 ○ ○ ○ E]
l ワ女 ○ 1

2 O 男 ○ ○ (⊃ 3

21 男 ○ 1

2 2 男 ○ 1

2 3 * ○ ○ E]
24 女 ○ ○ E]
2 5 男 ○ ○ 2

2 6 女 ○ 1

2 7 女 (⊃ ○ ○ ○ 4

2 8 男 ○ 1

2 9 * (⊃ ○ 2

3 0 * (⊃ (⊃ ○ 3

生徒

番号

体 験 記述

敬∫ ② ③ ④ ⑤ ⑥

3 1 女 ○ 1

3 2 男 (⊃ 1

3 3 女 ○ I

3 4 * ○ C ) ○ ○ ○ 5

3 5 * ○ ○ ○ ○ 4

3 6 * 0

3 7 女 0

3 8 女 (⊃ (⊃ ○ 3

3 9 女 ○ 1

ヰo 女 ○ (⊃ ○ 3

4 1 女 (⊃ ○ 2

4 2 男 (⊃ 1

4 3 女 ○ ○ 2

4 4 女 ○ (⊃ ○ 3

4 5 女 ○ l

4 6 男 ○ ■
4 7 男 ○ 1

4 8 * ○ ○ 2

4 9 男 0

50 男 ○ (⊃ 2

51 男 0

52 男 ○ ○ 2

53 * ○ 1

54 女 ○ 1

55 男 0

56 * ○ ○ ○ 3

57 女 0

58 男 0

59 男 0

6 0 * 0

2 事例対象生徒の 各体験の ｢ い の ち｣ に関する感想に

みる位置取りとその変化

で は
､
生 徒は各体験を経る中で ､

そ れ ぞれ どの ような

位置取りで ｢ い の ち｣ と向き合 っ て い る の だ ろうか ｡ 上

述した 4 人の 生徒に つ い て 見て みる こととする｡

具体的に ど の ような文言を書き綴 っ て い るかを､ 表 5

に 紹介する｡ ま た併せ て ､ 位置取り及びそ の 変化に つ い

て も確認する｡

な お位置取りに つ い て は ､
1 研究方法の (4) に お い

て 記した通りで ある ｡

事例 1 の生徒は ､ 全 6 回の 体験の 中で ､ ①自分史③直

接的体験 1⑥直接的体験 2 に お い て ､ ｢ い の ち｣ に 関す

る感想を書い て い る｡ 位置取りに つ い て は ､
自分自身の

ことと して もしくは
一

般論と して の 捉え で ある｡ 講師の

方等話題とな っ た人の こ とと して は､ 捉え て い な い ｡

事例 2 の生徒は ､
全 6 回の 体験の 中で ､ 後半に あたる

⑤間接的体験 3 と⑥直接的体験 2 に お い て ､
｢ い の ち｣

に 関する記述がみられる｡

事例 3 の生徒は ､ ①自分史④間接的体験 2 以外の 体験

で
､ ｢ い の ち｣ に 関す る感想を書い て い る｡ 話題とな っ

て い る人もしくは
一

般論と して の 位置取りが非常に 多く､

複数回の 位置取りの 変化も認められる｡

事例 4 の生徒は ､ ④間接的体験 2 以外の 全て の 体験に

感想を記して い る｡ 事例 3 の 生徒とは対照的に ､ 自分自

身の こ ととし て捉えた感想が最も多く､ 次 い で話題の 人

の立場で捉えたもの とな っ て い る｡

テ
ー マ に 関連した記述の 有無で判断す ると､ 事例 3 や

事例 4 の生徒は､ 事例 1 や事例 2 の生徒よりも､ その 数

の多さか ら､ より主体的に体験に臨んだと言える｡

しか し感想の 中に見られ る位置取りに注目す ると､ 事

例 3 の場合と事例 4 の 場合と で は大きく異なり､ 事例 4

の 生徒 に ､ より高い主体性を認める ことが で きる｡

3 事例対象生徒の各体験の ｢ い の ち｣ に関する感想に

みる位置取りの揺れ

次に位置取りの揺れ の有無に注目す る｡ 事例 1 の生徒

は､ 自分白身の こととし て受けとめた記述もしくは､
一

般論とし て の捉え で ある｡ 位置取りの変化は認められる

もの の揺れは存在しな い ｡

事例 2 の生徒は､ 記述数は少な い ｡ しか し､ ⑤間接的

体験 3 に みられるように ､
一

連の 記述の 中で ､ A か ら B ､

B か ら A
､
そ して また A か ら C へ と位置取りの揺れ (棒

線部分) が数回に渡 っ て認められる｡ 記述量は少な いが ､

揺れ に 関して は､ 高い 主 体性が認められる こととなる｡

事例 3 の生徒は､ 続く事例 4 の生徒と共に ､ 各体験の

中で ､
｢ い の ち｣ に 関す る多くの 感想を記 して い る ｡ 位

置取りも多岐に渡るが､ 事例 2 の生徒の ような
一 連 の文

章に おける位置取りの揺れは認められな い ｡

事例 4 の生徒は､ 間接的体験 2 以外の全て の体験に ､

｢ い の ち｣ に 関する記述が認められる ｡ ま た それ ぞれ の

体験に おける文章畳も多い ｡ ②間接的体験 1 や③直接的

体験 1 に お い て は､ 自分自身の ことと して捉えた記述が

非常に多い ｡ こ の生徒に は､ 位置取りの揺れは 1 カ所認

められる｡

事例1 ( 生徒番号2 0 男子)

? i
事例3 ( 生徒番号 15 女子)

A B C

-

-

-

一

二

図1 事例対象生徒の各体験に お ける 位置取り の 変化及び揺れ
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表 5 事例対象生徒の ｢ いの ち｣ に関す る記述 と その 位置取 り

位置取リ バ タ
ー ン

A 自分自身 の こ と と して 受け止め る場合

B 話題に な っ て い る人の 立場で の記 述に なっ て い る場 合

C 一 般論 と して の 記述に な っ て いる場合

事例1 (勺三徒番号 2 0 男 子)

体験名 ｢ い グ) ち｣ に 関する記述 位置取り

①自分史 ･

人間は 限 られ た時間 しか 生きて い らオL ない の で ､ C

A

こ の 時間を大切 に した い o

･

人生が 終わ る時 に幸せ だ つ た と思え る よ うに 生き

た い c

Cj)直接的体験 ･

一番印象に残 つ て い る の は 人は 必 ず い つ か は 死 ぬ C

1 と い うお話だ つ た ○

⑥直接的体験

2

･ 命 の 誕生を間近で 見 て い る 人 V ) 話を聞けて 良か つ A

た ⊂

事例 2 ( 生徒番弓･ 50 男子)

体験名 ｢ い の ち｣ に関する記述 位置取り

⑤間接的体験 ･ 僕は ま だ 産まれた ば か り で死 ん で しまうの だ つ た

A → B → A →

3 ら ､ 大丈夫 じや な い か と思 つ て い た が ､
｢ 思 い 出が

ない 程逆 に辛 い c ｣ と い う こ とを聞い て ､ 確か にそ

う だ と思 つ た o で も自分が 苦労 して 育てて きた子 が

死 ん で しまうより は ま しだ なあ と思 つ た o で も ､ 誕 C

生死 の 悲 しみ . 苦 しみ は経験 した 人に しか わ か らな

い と思うu

(萱〕直接的体験

2

･

い J) ちは すごく大t;I)なん だ なあ と思 つ た 亡 C

事例 3 ( 生徒番号 1 5 女子)

体験名 ｢ い の ち｣ に 関する記述 位置取り

②間接的体験 ･ 池田 さん は精一杯一目 でもー時間でも長く 生き よ B

■ うと必 死 に闘 つ た し ､ そ の 結果が最悪 の もの だ つ た

に しても ､ 生きた 証は ちや んと残 つ た と思う o

③直接的体験 ･

予 測された 死 や 本人 ､ 家族の 方達 の 思い が強く伝 C

1 わ つ てきた ○

⑤間接的体験 ･ もう生きては い ない 赤ちやん を出産する気持ちは ､ B

C

3 計り 知れ ない ほ ど悲し い ことだ ろ うなと思 つ た o

ー

短 い 時間で も一緒に過 ごせ た 我が子 ニそが忘れ ら
れ ない 小さない の ち なの だと思

_
つ た o

⑥直接的体験
･ 自分た ちが 望まれ て産まれ て きた と思う と ､ とて A

C

B

C

2 も嬉しか つ た o

･

い の ちは どん な形で あれ ､ どん な大きさで あれ
､

どん な長さであ れ ､ 尊く 大切なもの だ と感 じた
○

･ 特に 印象に 残 つ た の は半年 しか生き らオt ない と 言

わ れた赤 ちや ん の 話
o
そ の 生が極端に 短くても周り

の 人 に愛され た と感 じて い るの だ ろうなと思 つ た o

･ 生きる と言 うニ と は 死ぬ こ と
o
でも死 ぬ と い う こ

とは生きる こ とで はない と思 つ た
o

Ⅳ まとめと考察

一

連の 取り組みか ら､ 次 の 3 点が明らかとな っ た ｡ 今

後の 指導に如何に生か して い けるか とい う こ とと併せ て ､

次 に紹介する ｡

(1) 男女による差異

漠然と文章量をみ るだけ で は掴めな い が ､ ｢ い の ち｣

とい う本体験の テ
ー

マ に 即する記述は､ 出現回数も記述

量も圧倒的に 女子の方が多い ｡ こ れ は､ 事例 に取り上げ

た 生徒に限らず ､ 全体的な傾向と して も認められる｡

事例4 ( 生徒番号 34 女子)

体験名 ｢ い の ち｣ に関す る記述 位置取り

①自分史 ー

ま だ 1 3 年 しか生きて い な い か ら全然書け なか つ A

た
o

②間接的体験 ー 最初の 題名を見 たとき ､
い い 気分は しなか つ た o

A

B

A

A

A

1 ガ ン と聞く と嫌だ o 本人 も嫌だ け ど家族も嫌だ o 私

の お じい ちや ん もガ ン だ o
い つ も辛そ うに 薬を飲む

の を見る と胸か. 痛い o
･ 池田 さん を見て い る と

､ 今を大切 に生 きよ う とい

うの が 伝わ つ た o

･

死 ぬ と い う の は悲 しい けれ ど人間誰で も通 る道で

甲い か遅 い か だ と母 に 言われ た が ､ そ う分か つ て い

て も女兼だ o

･ 命 の 大切 さは自分が 何か命に つ い て経験 しなけ れ

ば 分か らない o

･ ｢ 死 ん で ｣ 等の 言葉は 絶対言 つ て は い け な い と 思

つ た
o

③直接的体験 ･ 私の 家族i こも肺ガ ン の お じい ちやん が い る o
A

1 ･ 今 の 私に は お じい ちや んに して あげる こ とは 何も A

A - C

A

な い の か なと 思 つ て い た が ､ 鈴木さん が ｢話 して あ

げる こ と｣ と言 われた の で ､ 今は話 しか け る ように

して い る o

･ 私に と つ て 死 と い う こ とは ま だ遠 い よ う に思 つ て

い た
o
け れ ど今回の い の ちの 授業 を通 して死 とい う

こと は人 に と つ て避け ようの ない もの だ と思 つ た ○

死 がなければ生はない か らだと思 う
o

･

こ の い の ちの 授業を通 して い の ちの 素晴 ら しさを

前よ りもも つ と知る こ とが でき た
o
とて もい い 経験

に な つ た o これか らに生か して い きた い
o

(9 間接的体験 ･一番印象に残 つ た の は ､ 戸 籍に の らない と い うこ B

C

3 と だ o み ん な同 じ大切ない の ちなの に か わい そ う だ

と思 つ た o

･ 私た ちが 今生 きて い る の は すご い 奇跡 なん だ なあ

と思 つ た o

⑥直接的体験 ･ こ の 世の 中で生きて い るこ とは ､ 私に と つ て は 当

a2 た り前で も ､ 元 気に 産まれて これなか つ た赤ちや ん

や 中絶手 術で い の ちをう しな つ て しま つ た赤ちや ん

に と つ た らすごく甘い 考えだ つ たなと思 つ た o

こ の こ とか ら
､ 今後は男女に よる差異を踏まえた授業

作りが必要であ る｡ 記述の 有無だ けで なく､ 事例 2 の 生

徒に みられるような位置取りの揺れは､ そ の話題を､ し っ

か り と我が事として 捉え て い るか ら こそ の こ とだ と考え

られる ｡ 些細な咳きも見逃さな い 教師の 心構えが大切に

な っ て こ よう ｡

(2) 個人差

各体験を追う毎の ､ 記述の 増減や位置取り及びそ の 変

化や揺れ に 4 事例で 取り上げた抽出生徒相互の 共通性は

認められな い ｡

ま た事例 3 と事例 4 の 生徒は共に 女子で ､ 非常 に多く

の記述が認められる｡ しか しそ の位置取りに注目すると､

顕著な差が認められる ｡

事例4 の 女子が常に 我が事と して 捉え て い る こ と ､
そ

の 背景に は ､ 祖父 の 病気と い う実体験が伴 っ て い る こ と

が大きく影響 して い るとも考えられる｡ そ う言う意味で

は
､ 各生 徒の おかれ て い る生 活実態等を知る努力も､ 指

導上重要とな っ て こ よう｡

(3) 体験 の設け方による差異

各体験に おける ｢ い の ち｣ の カ テ ゴ リ
ー

に 属する記述

が認め られ る生徒の 数は､ 自分史作りが 11 人 ､ 間接的
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体験 1 が 1 7 人､ 間接的体験 2 が 0 人､ 間接的体験 3 が

11 人 で ある の に対し､ 直接的体験 1 が 30 人､ 直接的体

験 2 が 2 2 人 と い う結果に な っ た｡

こ れ ま で に も様 々 な形 で の体験活動を取り入れ て き て

い る｡ 視聴覚機器等を活用して の体験も多 々 取り入れ て

い るが､ ｢ い の ち｣ を テ
ー

マ に 行う体験活動で は､ 直接

講師の方と触れ合う体験や ､ 語り合う体験が ､
｢ い の ち｣

を意識させる に あた っ て ､ 効果的で あ っ た ようだ ｡ 今回

は 2 回の直接的体験とし て ､ 看護師として また助産師と

し て活躍され て い る方と の触れ合い の 場を設けた ｡ 講師

の方の声の ト
ー

ン や表情等からも､ 感 じ取る部分は多か っ

た とも考えられ る｡ そ う い う意味で は､ 今後さ ら に テ
ー

マ と体験の場の設け方に ､ 工夫が必要で ある｡

ま た､ 今回間接的体験 2 も ｢ い の ち｣ を テ
ー マ に した

内容で あ っ た もの の ､ ｢ い の ち｣ に 関す る記述が 0 人 で

あ っ た と い う こ と に注目す ると､ 内容 の選定に も工夫が

必要で あろう ｡

Ⅴ 今後の課題

本研究にお い て は､ 生徒が書き綴 っ た感想の中に ､ テ
ー

マ に 関連した記述があるか否か ､ あ ると認められる場合､

そ れ は どの位置から捉え て書 い たも の な のか ､ 捉 え方 に

変化や揺れはある の か｡ こ の よ うな視点で生徒の 内面的

な学びを見て きた｡ ｢ よりダイ レク ト に い の ち に 向き合

わせる こ とが､ 生徒 の 内省に効果的に はたらくの で はな

い か｣ と考え試みた実践で あ っ た が､ 数値 に よ っ て評価

で きな い難しさ等課題が多い の は確か で ある｡ テ
ー

マ の

設定や本研究で用い たカ テ ゴ リ
ー

の 設定 に関し て も､ 絶

対的なもの で はな い . し か し生徒の 内面的な学びと い う

も の が
､ 学校教育に お い て今後更に重要に なる で あろう

と い う ことを慮ると､ 困難が伴う の は確か で あるが､ 指

導者の生徒をみる目即ち洞察力の 向上と併せ ､ よ り よ い

体験の 場の 設定及び､ 質的評価の 在り方に つ い て ､ 引き

続き検討して いきた い ｡
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